李應魯：狂おしき思慕
顧菴（コアム）李應魯（イ・ウンノ）の芸術は、これまで渡仏以後を軸に、断片的に理解されてきた。国権を失った時代と朝鮮戦争の時代、すなわち渡仏以前の四君子や絵画よりも、1958年の渡仏以降に展開されたアンフォルメル、文字抽象・書体抽象、そして「群像」が注目を集めてきたのである。しかし李應魯の芸術は、書を基盤として、同時多発的かつ重層的に展開していた。
そのような観点に基づいて、本展は李應魯の芸術の全体像に光をあてている。伝統的な書が現代美術に展開され飛躍したという視座を超え、李應魯の芸術を、美術が書へと至った結晶として読み解く試みである。書の筆画が縦横を貫いている彼の芸術は、その節々に完成形を宿している。
生涯を異邦人として生きた李應魯にとって「書」とは、韓国人として、そして世界人として、自らの存在とアイデンティティを確かめる唯一無二の言語であった。「書」という営みは、亡国と分断された祖国の独立と統一への悲願であり、死を生へと呼び戻そうとする叫びであり、苦悶であった。それはまさしく、統一への「狂おしき思慕」の筆画にほかならない。
李應魯（1904～1989）と素菴（ソアム）玄中和（ヒョン・ジュンファ、1907～1997）の生涯と芸術は、日本による植民地支配、解放、朝鮮戦争、南北分断という時代を通過している。二人はともに日本留学を通して美術と書を学び、分断の時代にはそれぞれパリと済州島の西帰浦（ソギポ）において、書を祖国統一への思いと済州の自然として再解釈し、独自にして主体的な芸術言語を切り拓いた。
本展では「狂おしき思慕」をテーマに、書と美術が一体となった李應魯の芸術を、「李應魯・玄中和の書」「李應魯の狂おしき思慕」「李應魯・玄中和と時代の叙事」の三つの章から振り返る。
Ⅰ. 李應魯・玄中和の書
既成の書を覆す李應魯と、正統を貫く玄中和。その両極のあいだで限りなく広がっていった20世紀の書の諸相を、第一章では対比させながら振り返る。二人の巨匠はともに日本で美術と書を学び、自身の制作に結び付けた。李應魯は美術を書の言語へと押し広げ、「西帰素翁」と号した玄中和の「素菴体」は、済州の山と海を融合しながら書の本質を見出した。
Ⅱ. 李應魯の「狂おしき思慕」
李應魯の芸術の全体像を、「狂おしき思慕」の視覚化という観点から捉え直す。第二章では、単線的な時系列の読み方と距離を置き、彼の芸術がジャンルと時空を縦横に行き交いながら、いかに同時多発的に展開したのかを探る。山水や静物、動物、書、文字抽象・書体抽象、「群像」に至るまで、筆画を通して得られた洞察の軌跡をたどる。
△ 夢となった祖国の山河
渡仏（1958年）以前、李應魯は祖国の風景や牛と馬、犬と猫、そして花々を、書画一体に基づき主体的に、かつ見事に再解釈した。写意を重んじ、正面性の強い構図と墨の濃淡によって具象と抽象の境目が消えた風景画は、キャンバスに描かれた西洋の油彩画が東洋画へと深められた一例である。しかし永遠の異邦人となった李應魯が描いた祖国の山河と風物は、夢のなかの夢として、「狂おしき思慕」の結晶となり、いまわれわれの前に立ち現れる。
△ 獄中での大いなる自由
東ベルリン事件による投獄（1967～69年）は、肉体の束縛を超えるより大きな精神の「大いなる自由」を李應魯にもたらした。そこに逆説がある。亡国、分断、異邦人という三重の牢獄の内側に立たされた李應魯にとって、安養と大田の刑務所は四つ目の牢獄であった。同時にそこは、芸術という「精神」を、紙・筆・墨を超えて、飯粒や醤油、コチュジャンに至るあらゆる物質へと物化させる坩堝でもあった。身動きがとれない状態で高まった統一への強い願いは、李應魯の制作において、道具や素材、様式、さらには文字のあらゆる境界を取り払い、その芸術を限りなく拡張し、飛躍させていった。
△ 書、抽象美術の原点
「書芸は無窮無尽の芸術であり、これからも尽きることのない巨大な芸術である（書藝者無窮無盡之藝術、遠不減之巨大藝術）」。李應魯は書の価値を、自分の筆に託し明言した。1975年、数えで72歳のときの一文である。この頃の李應魯は、言葉と文字、すなわちテクストとしての書がもつ文字性を徹底して解体・再構成し、書を「喃語」のような絵画言語という本来の姿へと立ち返らせていた。
この文脈において、李應魯の文字抽象・書体抽象こそ、かつての「秋史体」を20世紀に飛躍させた「顧菴体（コアム体）」であるといえる。同時にそれは、漢字の五つの書体とハングルを基に、西洋の抽象言語を足がかりにして、東西を融合し創出した「六体」でもあった。書を抽象のなかの抽象へと昇華させた李應魯は、文字抽象・書体抽象を以て東西の美術の頂で心から楽しんでいたのである。
△ 文字、人となる
1980年の5・18光州民主化運動を契機に、李應魯の文字抽象・書体抽象は大きな転換期を迎える。墨竹と文字は「群像」へと姿を変えた。
この転換は、「生命」を主題として、物質がなぜ精神そのものであるのかを決定的に示している。対象は通常それ自体として認識される。しかし李應魯の「群像」においては、「竹の葉＝文字＝人間」がひとつとなる。「客観的な対象と私は二つではなく一つである」という物我不二の華厳の世界が、ここに絵画として顕現している。
Ⅲ. 李應魯・玄中和と時代の叙事
李應魯と玄中和の作品は、遊戯三昧の境地で自身が楽しむ「自娯」の芸術であると同時に、時代と社会を映す鏡でもある。二人は、亡国、解放、分断、光州民主化運動、セマウル運動、産業化の只中、そして祖国の山河を、筆墨と文字を以て再解釈した。第三章では、二人の巨匠が自らの時代と人生をいかに見つめたのかを、作品からたどる。
